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Abstract

Tokunoshima, one of the Amami islands in Kagoshima, is most well known for the

"longevity of the island". However the rate of lifestyle diseases, early death recently increases

due to rapid change of dietary habits, which results in decreasing rural area activtty.ln 2007,

Tokunoshima-cho was olfered the support of "agricultural, mountain and fishing village

activity project" by the ministry of agriculture. As a part of the project, we developed

functional herbal tea and herbal juice. We conducted a preference survey on random sample

of 100 participants consisting of university students and general consumers for evaluating

the taste. As a result we find that 78 7o persons preferred herbal tea whereas 85 % had a

preference for herbal juice A and 73Vo for herbal juice B, which was higher than what was

expected. Comparing antioxidant capacity of herbal tea with the market available mulberry

tea and also herbal juice with the market available tea with lemon, the herbal juice as well as

the herbal tea indicates simificantly high antioxidant capacity.

The results of this study suggested that functional herbal tea and juices using herbals

harvested in Tokunoshima are superior in regard to the antioxidant capacity and enjoy also

a certain preference amongst persons being unJamiliar with herbals.

1 諸言

鹿児島県の離島である奄美群島を構成する島の 1つ徳之島は、徳之島町、伊仙町、天城町の

3町からなり (図 1)、 古くから「長寿の島」としてその名が知られている。徳之島町の長寿

の秘訣は、吉田らによると、黒糖 (酢・酒)・ 島野菜・魚 海藻などを薄味や味噌で調理した

伝統的郷土食をよく食べ、よく働き、よく休養し、仲間と黒糖酒を酌み交わし、ゆつたりと自

然とともに共生する、いわゆるスローライフの各種要因の複合効果である
°とされ、特に食生

活の影響が大きいとされてきた。しかし近年若年層では食生活の様式が大きく変遷し、肥満

(図 2)や、がん、脳や心臓の循環器系疾患の増加、それに伴う若年層の早世 (図 3)、 また島

外流出などによる過疎化が深刻な問題となっている'。 このように地域の衰退は、日本全上の

農山漁村で発生しており、各地域が行う活性化の取り組みに対して農林水産省は農山漁村活性
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化プロジェクトとして交付金や施設用地の確保を行っている
°。徳之島町は平成19年度にこの

プロジェクト支援を受け、ヘルシープランド事業の中で総合食品加エセンター「美農里館 (み

のりかん)」 を立ち上げた。美農里館では地元の農産品を加工して付加価値を高め、 6次産業

化を図ることによって、新たな産業の創出や雇用の拡大を目指している
の。その手段として薬

草や健康食材を用いて企業と連携を図る
°ことも明記されており、我々はその一環として薬草

を利用した飲料、特にペットボトル飲料の開発を依頼された。徳之島町では薬草は日常的に摂

取されており、その食文化が長寿の秘訣とも考えられてきた。一方で近年の食文化の変化によ

り薬草を飲用する習慣が薄れている。このことを考慮し、長寿の島としての独自性を活かすた

め、長寿の秘訣でもある薬草を用いた商品開発を行うことによつて他地域と差男U化を図り、さ

らに町の活力を向上 維持していくために、全国を視野に商品展開することを目的とした。

□億之島
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図 2 肥満患者の割合
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図3 標準化死亡比率 (SMR)
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図 1 鹿児島県徳之島の地図

2 徳之島の代表的な料理と食材 (薬草)について

2 1 奄美群島の食
奄美群島とは鹿児島県に属する離島のうち沖縄に近い8つの島を指す。その一つに徳之島が

ある。奄美群島は豊かな自然や資源に恵まれ、食の宝庫として人々の健康や生活を支えている。

食文化は年中行事とも深く結びついており、独自の食文化が形成されている一方、沖縄や鹿児

島本上の食文化の融合も数多く見られる。奄美群島に伝わる鹿児島県の郷土料理の「鶏飯Jは、

農林水産省が選定している農山漁村郷土料理百選にも選ばれており、この百選の参考のために

行ったインターネット投票結果では3,232票獲得し全国2位に輝いた郷土料理である (図 4;① )。

その他、海藻や薬草を使った料理も多数存在し (図 4)長寿を支える要因の 1つ と考えられて

いる。

22 奄美群島のひとつ徳之島の食
奄美群島の中でも徳之島独自の食文化も存在し、特に生産が盛んな赤土バレイショ「春一番J

や「地豆 (落花生)」 を利用した料理がある。地豆は、たんぱく質 VBl VB6 VE、 カルシ
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⑥アオサのかき揚げ   ⑦アオサ入りだし巻き卵  ③アオサ入り油ぞうめん   ⑨塚とアザミの煮物
(写真②～Oi奄美の食と文化から引用)

図4 奄美群島の代表的な料理

ウム、不飽和脂肪酸を含有 し、高血圧や高脂血症改善、滋養強壮、母乳の分泌を促すなどの効

果がある
い
と報告されている。その他、ニガウリやツワブキのサラダ、そら豆の味暗和え、未

成熟の青パパイヤときびなごの南蛮漬け、シマアザ ミ (向春草)と 豚肉を用いた煮物、シマア

ザミの佃煮など、島で採れる農作物や某草を味噌風味や薄味で仕上げた料理が多いとされてい

る (図 5)。 さらに、島の特産品である柑橘類のシークニン(図 6)

は各家庭の庭に 1本はあるほど食生活に密着しており、レモンの

代わりに焼き魚にかけたり、焼酎割にしたりと、「酸味にはシー

クニン」というほど愛用されている。シークニンは昔から徳之島

に自生しており、独特の爽やかな香りを放ち、皮にポリメトキシ

フラボノイドの一種であるノビレチンやタングレチンといった機

能性成分を含有している。現在報告されている効能には、血糖

値・Iill圧上昇抑制作用
°、発がん抑制作用

い、リウマチ関節破壊、骨粗惑症予防
°、脳機能の改

善
い
などがあり幅広い効果が知られている。また、近年産地づくりを目指している生姜は他県

のものに比べて辛さが強く、長房らによると生姜の辛み成分であるジンゲオールの含有量が他

産の生姜と比較して7倍 も高いと報告している。ジンゲオールには抗酸化作用1°、抗血栓作用
n)、
抗潰瘍作用

1カ
などの効能が知られており、徳之島には機能性に富んだ食材が豊富に存在し

ている。

23 徳之島に自生する薬草について
徳之島町には桑の葉、シマアザミ、ヨモギ、ボタンボウフウ (Fll名 :長命草、サクナ)な ど

多種多様な薬草が自生しており、特にシマアザミは、近年徳之島町が力を入れている薬草でそ

の名を「向春草 (こ うしゅんそう)」 と名付け、機能性の検討や、大量生産に向けたテスト栽

培などを手掛けている。島アザミは南西諸島に分布するキク科の多年草であり、抗肝機能障害

で知られ、赤い花をつけるマリアアザミと同属ではあるが、白い花を咲かせるのが特徴である。

奄美大島ではアザムやアザン、徳之島ではアザマニイギイやブランネィギィ
lめ
など、その地

域独自の名前で呼ばれている。葉にはポリフェノール
2カ
ゃ精油、フラボノイドの一種である
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②ハンダマ①鶏飯 (ケイハじの ④モズクそうめん ⑤モズク鍋

⑥アオサのかき揚げ ⑦アオサ入りだし巻き卵

図 6 シークニン
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そら豆の味噌和え

(写真 : 奄美の食と文化から引用)

図5 徳之島の料理

ペクトリナリン
1め
などの成分が含有されており、表 1に示すように抗酸化作用や利尿作用

1め
、

抗がん作用、解毒作用、抗肥満作用
1° などの効能を持つ。

桑は一般に蚕のエサとして知られているが葉、根、実は古来より生薬として用いられてきた。

桑の葉にはリテルベン、モルシン、クワノンなどの成分が含有されており、これらには抗酸化

作用、血糖値抑制作用、血圧上昇抑制作用があるとされている
161。

効能は主に糖尿病や高血圧、動

脈硬化などといった生活習慣病の予防効果や利尿作用などもあり数々の効能が知られている
1°。

さらに、桑の葉特有の成分である、1デオキシノジリマイシン (DN」 :monO deoxyno

irimyCul)は グルコースキよく似た構造で、小腸壁でのα
―グルコシターゼの作用を阻害し、

糖の吸収を抑制することが報告されている
1つ。したがつて、桑茶を食前または食間に摂取する

ことによつて食後の血糖値の急激な上昇が抑制され、糖尿病や肥満の予防に効果がある。

その他、ヨモギ、ボタンポウフウなども多くの効能を持つている (表 1)。 特にこれら4種

の薬草に共通した効能である「抗酸化作用」については、その成分の1つであるポリフェノー

ル量と日照時間の関係が報告されており、比較的日照時間の長い南方で生息していることを考

えると期待できる効能の1つ と言える。

表 1 薬草の効能

サンプル名 主な効能 サンテルな 主な効能

抗酸化作用

利尿作用

血糖値lll制作用

からだを冷やす作用

シマアザミ 抗酸化卜ヽ

利尿作用

抗がん作用

解毒′同調

抗肥満作用

ヨモギ 抗酸化′同甲

新陳代謝促進

肝機能障害抑制効果

肥満予防

整腸作用

ボタンボウフウ 抗酸化卜飛

利尿作用

抗がん作用

腎臓病・肝臓病予防

整腸作用

バレイショ餅 地豆のぐじる イモヅルと地豆の酢味噌和え

ニガウリのサラダ ツフブキのサラダ 青パパイヤと魚の南蛮潰け
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3 大学生を対象とした薬草に関するアンケート調査

全国展開を視野に入れた薬草飲料を開発するにあたり、普段薬草に親しみの薄い若者世代に

アンケートを行うことで、商品の方向性を探つた。

3 1 調査方法
静岡大学の中で主に、食について知識を持つ教育学部家庭科教育専修の学生を含めた102名

(男性24名、女性78名 )を対象とした。調査期間は平成24年 4月 ～ 6月 の間に行い、その場で

配布・回収した。無効回答は2名 (女性)で、有効回答はll10名 (男性24名、女性76名)であっ

た。解析はマイクロソフトExce1 2010お よびSPSS(PASW Statistics 18)を 用いた。

32 調査内容
調査内容は、飲料を購入する際の基準、薬草に対する印象や知識、薬草の飲食経験の有無、

自身の健康や体型への関心など、全13項 目について質問紙調査法を用いて行つた。

33 結果および考察
商品開発の中で最も重要となる「Q2飲料を購入する際の基準はなんですか」という間に複

数回答を求めたところ、味と答えた者が94%、 価格76%、 内容量40%、 外観24%ヽ 栄養表示お

よび容器が14%と なり、その他の 1%は CMで放送されているものという意見が挙げられた(図

7)。 全体で味が 9害J弱、価格が 7割強を占めたことから、飲料を購入する際、多くの人が味

や価格を重視して選択していることがわかった。

続いて「Q3普段どのような形態の飲料をよく飲みますか」という間に対し、ペットボトル

と答えた者が74%、 茶器による抽出11%、 紙パック10%、 テイーパック5%、 缶 0%と なった。

ペットボトルと答えた者が全体の7割弱を占めたことから、持ち運びや飲み残しの際の容器の

利便性の高さを求めていると考えられた (図 8)。 次に「Q4薬草と聞いてどんな印象を持ち

ますか」という間に複数回答を求めたところ、健康に良いと答えた者が82%、 にがい78%、 ま

ずい28%、 くさい14%、 おいしそう0%であった (図 9)。 薬草が健康に良いということは全

体の約 8割の者が理解しているが 7割強が苦いと答えたことから、消費者は薬草に関する知識

があまりなく、身近に手に入る青汁などのまずい、苦いという印象で薬草を誤認している可能

性が考えられた。

続いて「Q5あなたが知っている薬草名、およびその効能がわかれば記入してください」と

尋ねたところ、 1つでも薬草名を記入した者は全体の60%を 占めた。挙げられた薬草名はドク

ダミが60%で最も多く、次いでヨモギ30%、 その他、シソやアロエなどであった。徳之島で多

く自生している薬草のうち、ヨモギはある程度認知されていたが、桑の葉やシマアザミ、ボタ

ンボウフウなどは認知されていなかった。また、薬草名と効能が正しく記載できた者は14%で

あり、薬草の名前は知つていても効能まで正確に理解している者は少ないことが明らかとなっ

た。

次に「Q6薬草を使用した飲料を利用したことがありますか」と尋ねたところ、あると答え

た者が41%、 ないと答えた者が59%を 占め (図 10)、 「Q7薬草を使用したサプリメントを利用

したことがありますか」という間には、あると答えた者が8%、 ないと答えた者が92%(図 10)

であり、薬草のサプリメントは飲料ほど消費者に浸透していないことがわかった。

さらに、「Q8薬草を使用した飲料を飲んでみたいと思いますか」と尋ねたところ、はいと

答えた者が61%、 いいえが39%を 占め (図 11)、 半数以上の者が薬草を使用した飲料に興味を

185
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持つていることがわかった。また、いいえと答えた者のうち、その理由を問うと、味が嫌い

51%、 香りが嫌い154%、 見た目が嫌い51%、 その他器 2%と なり、その他では、未知のもの

で怖い、興味がない、必要性がないなどの意見が挙げられた。半数以上が、味が嫌いと回答し

たことから、薬草の味に音手意識を持つている人が多いことがわかった。

次に、「 Q10自 身の健康に関心がありますか」という間に対し、はいと答えた者力つ6%、 い

いえと答えた者が4%であり (図 12)、 健康に関心があると答えた者が全体の9割以上を占めた。

また、「 Qll自 身の体型に関心がありますか」という間に対し、はいと答えた者が88%、 いい

えと答えた者が12%お り(図 12)、 若い世代でも健康や体型への関心が高いことがわかった。「Q

12生活習慣病やダイエットに効果があると記載されていたら、薬草を使用した飲料でも購入し

てみようと思いますか」という間に対し、はいと答えた者が72%、 いいえと答えた者カラ8%で

あり (図 12)、 効果があれば試してみたいという者が多いことが明らかとなった。

さらに、Q6薬草の飲料の利用とQ5知っている薬草名の関連性を見出すため、クロス集計

および、X2乗検定を行つた結果、薬草飲料を利用したことがある者が 1%水準で利用したこ

とのない者より有意に多く薬草名を記入できていた (表 2)。 最後に、Q8菜草を使用した飲

料を飲んでみたいかとQ6薬草飲料の利用率では、薬草飲料を利用したことがあると答えた者

が、無い者に比べて 1%水準で有意高く飲んでみたいと答えた (表 3)。 これらのことより、

すでに薬草の飲料を飲んだ経験がある者は薬草の知識があり、抵抗感も少なく、味に対する誤

認がなくなっているのではないかと考えられた。

竹 下 温 子
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テイーパック

ベットボトル
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ティーボット
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健康に良い

その他

図7 Q2の飲料購入の基準について 図8 Q3:普段利用する飲料形態について

100(961

Q`薬草飲料の濶用有無につし`て Q7薬車サプリメントの利用有無について

図9 Q4:薬 草の印象について 図10 06、 7薬草の利用について
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Q8薬草を使用した飲料を飲んでみたいか
Q9●8ていいえと回答しF_m菌

010213140m 60  (461

中 踵い

香りが崚い

見た目が嫌い

その他

Q10 自身の健康に関心があるか

図ll Q8、 9に対するアンケート集計

図12 Q10、 l]、 121こ対するアンケート集計

表2 薬草利用率と認知度の相関性

生活習慣病予防に効果があるなら

購入しようと思うか?

Q5あなたが知つている薬草はありますか   合計

Q6希品
を
llょ

た飲料を
かぁる 鴇■00燎 24400  Ю0010

irr,, 49,2 (29) 508 (30) 1000 ([9]

合計            600(60)    400(40)   1000(100)
数値=%、 ( )内は実数、癬=pく001

飲んでみたいと思いますか     合計
はい       いいえ

Qll自 身の体tlに関心があるか

表3 過去の薬草飲料利用有無と今後の利用有無の相関性

Q6薬草を使
lし
た飲料を
か 
ぁる 7800'・・ 2200) 1000にD

なぃ    49.2(29)     508(30)    100.0(59)

合計            610(61)    390(39)   1000(100)
翻直=° o、 ( )内 は数 、十★=pく001



188 増 田 春 菜

これらアンケート集計の結果から若い世代は薬草についての理解が浅く、先入観で音い、ま

ずいなどの印象を持っていることが明らかとなった。そのため、自発的に薬草を摂取したいと

いう思いにはなかなか結び付かないことがわかった。しかし若い世代でも健康や体型を気にす

る傾向にあり、商品に的確な効果があれば購入したいと思う者が 7割近くいることもわかつた。

よって、本研究の商品開発では飲みやすさに最も重点を置き、薬草の中で苦味のあるものを

極力使用しないことで、若い世代や薬草に親しみのない層の薬草への抵抗感を払拭し、薬草に

親しみを持てる味を追求することとした。また、飲料の形態はペットボトルを主とし、徳之島

で多く自生し
‐
Cいる4種の薬草すべてに共通していた「抗酸化能」の機能性についてその効能

を検討し、機能性薬草茶の開発を行った。

4 商品開発

アンケート調査の結果を受け、薬草茶 (ペ ットボトル、Tea Pack)お よび薬草ジユース 2

種類の飲料開発を行った。薬草に関するアンケート調査結果から、音味のあるものを避けるた

め、薬草単独の味や色を把握し、効能も考慮した。商品開発の主な検討内容と要した期間につ

いては表4に示す。商品開発の項では薬草に関するアンケート結果により浮き彫りとなった、

商品購入の際に最も重視される「味」について100人を対象とした嗜好調査およびその商品の

持つ機能性「抗酸化能Jについて検討したものを主に報告する。

表 4 商品開発の主な内容と期間

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

"

10月

薬車の選定 予備試験

薬車茶
(ペットボトル)

分量決め工び調整

姜農里館嗜好調査 →

美農里醐 →

‐

品貫検奎(宮籠検査) ‐

薬車茶

(Tea pack)

分|およびらよ橿類の検討 ■

美農里館嗜丼鯛査 →

品質検査(官籠検壺)

機能伯の検計 ⇒

嗜好調査 →

』申

分畳決め →

姜農里館嗜好調査 →

離 LO翻

嗜好目査

41 サンプル
徳之島に多く自生している薬草の桑の葉、シマアザミ、ボタンボウフウ、ヨモギの4種類に

ついて、凍結乾燥させた後、真空包装されたもの (表 1:写真)を美農里館から送付してもら

い、 -80℃ にて保存し、用事使用した。薬草ジュースに関しては徳之島で主に作られている

パッションフルーツ、パパイヤ、マンゴー、さらに徳之島に古くから自生しているシークニン

の4種のフルーツをそれぞれ適宜な大きさにカットし、凍結乾燥、真空包装されたものを、薬

草同様送付していただき、-80℃に保存、用事香りづけに用いた。ベースとなる茶葉はシマア

竹 下 温 子

司

→
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ザミおよび市販の紅茶を用い、甘味には種類の検討を行つた後、最も美味しいと考えられた上

白糖を用いた。凍結乾燥のシークニン、パッションフルーツおよび紅茶は図13に示す。紅茶は

それ自体の香 りや味に強い特徴を持たず、価格 も安価なイングリッシュブレックファース ト

(TWININGS iイ ギリス)を用いた。

図13 シークニン (左 )、 パッションフルーツ (中央)、 紅茶 (右)

42 薬草の選定
4種の薬草の選定を行つた。薬草をそのまま煮出したものおよび煎つてから煮だしたものの

それぞれ 2種類を用い、味覚である味、嗅覚であるアロマ (香 り)と フレーバー (風味)、 視

覚である色、のそれぞれについて評価した (表 5)。 また、それぞれの薬草に報告されている

効能から相殺しない組み合わせを選定した結果、まず利尿作用は体を冷やす役割があり、桑の

葉、シマアザミ、ボタンボウフウで共通してみられるが、ヨモギは体を温める新陳代謝促進の

効能を持ち、さらに香 りも強烈で他 3種とのブレンドに向かなと考えた。次にボタンボウフウ

は、甘い香 りのアロマを感じたが味はなく、香り、味、色すべてにおいて特に独自性がないこ

と、大手メーカーが徳之島産を利用したドリンクを生産していることが明らかとなったため、

使用しないこととした。桑の葉は甘い香 りのアロマとともに、El腔に含んだ際にはほのかな甘

みを感じた。味はさつぱりしていて飲みやすく、色は学識名でそらまめ色
l°
を薄めたような

色を呈していた。桑の葉は温かいものより冷たい方がおいしく、味も緑茶に近かった。桑の葉

は煎ることで非常に特徴的な香ばしいアロマを放つた。色は学識名では利久ねずみ
181を
呈し

ており、冷やしたほうが温かいものに比べ甘味が増した。よつて、桑の葉は単体での飲用も十

分可能であると判断した。次に、シマアザミはフレーバーとしてシナモン風の香りを感じ、味

には特にくせはなかったが、後味に渋味を感じた。色は学識名ではふじねずみ
lDに
近い色を

呈しており、時間が経ち酸化が進むと黒褐色に変化した。シマアザミは温かいもの冷たいもの

で特に味に違いは見られなかった。よつて、シマアザミは味に突出した特徴がないこと、抽出

後、徐々に色が変色することから抗酸化能が期待され、別の薬草をブレンドしても味が邪魔を

せず、機能性を高めていくことが可能であると考えた。シマアザミは煎ることでシナモン風の

フレーバーから甘い香りのアロマヘ変化したが、味はなかった。色は学識名でべんがら色
181

を呈し、冷やすとアロマが減少した。これらの味や香りの結果と各薬草の効能を考慮し、抗酸

化作用、利尿作用、血糖値上昇抑制作用のある桑の葉、同じく抗酸化作用、利尿作用があり、

近年抗肥満作用が明らかとなったシマアザミを商品開発に用いることとした。また、桑の葉は

煎るとより香ばしく特徴がでるため煎ったものを使用することにした。

189
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4。 3 商品開発の方法
商品開発は先にて選定した煎った桑の葉および乾燥シマアザミを使用した薬草茶のペットボ

トルタイプおよびTea Packタ イプと、薬草を苦手とする層を対象とした薬草と紅茶をベース

とし、徳之島産の果物で香りづけした薬草ジュース2種の計4種とした。それぞれ配合割合や

色、味、香りなどをまず研究室内で試飲し、詳細な分量を決定していった。最終的に絞られた

1～ 2種類を徳之島町の美野里館スタッフ11名に対して嗜好調査を行い、その結果より改良を

重ね、一般の方を含む大学生100名 を対象に嗜好調査を行った。

4.3.1 ペットボトルタイプ薬草茶の検討
まずペットボトルタイプの薬草茶から試作を繰り返した。商品化まで話が進み、美農里館の

ペットボトル製作ラインで試験的に試作した。そのうちの24本を送付頂き、賞味期限設定のた

めの微生物試験および品質検査のための官能試験を行った。24本のサンプルは常温で日の当た

らない場所および冷蔵に各12本ずつ保存し、一か月ごとに微生物試験 (一般生菌数 。大腸菌数

の検査)お よび官能試験を行ったが、官能試験において3か月日に薬草茶本来の味が無くなり、

ヨード系の香りを強く放ち、色も暗黒色に変化したことから、品質保持が難しいと判断し商品

化を断念した。

4.3.2 丁ea Packタ イプの薬草茶の検討
ペットボトルタイプと同時進行でTea Packタ イプの検討も行っていった。ペットボトル同

様、分量の検討を行い、使用するTea Packの種類や形状 (三角錐型と従来型 (四角))につい

ても、味および抗酸化能の両面から検討を行った。

4.3.3 薬草ジュースの検討
薬草茶は薬草になじみのある人には受け入れやすいが、薬草を苦手とする層にも受け入れら

れ、慣れて欲しいという思いから、紅茶と薬草をブレンドし、徳之島の特徴を出すため、特有

の香りと酸味をもつシークニンおよび南国のイメージの香りを放つパッションフルーツをアク

セントに用いた商品開発を行った。シークニンを加えるタイミングや、砂糖の種類 (ざらめ、

表 5.乾燥生葉および煎り葉の効能と色

桑の葉

抗酸化作用

利尿作用

血糖値上昇抑制

シマアザミ

(向春草)

抗酸化作用

利尿作用

抗がん作用

抗肥満作用

ボタンボウフウ

抗酸化作用

利尿作用

抗がん作用

ヨモギ

抗酸化作用

新陳代謝促進

整腸作用

乾燥葉使用

煎り葉使用

⌒

〆

一
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グラニユー糖、上自糖、きび砂糖、フルクトオリゴ糖、ラカントS甘味料)についても、味や

価格について詳細に検討を行つた。更に抗酸化能の汲1定 も行い、美農里館スタッフおよび一

般 大学生に嗜好調査を依頼した。
44 -般 人を含む大学生の嗜好調査
441 調査対象
静岡大学学生の中でも主に、食について知識を持つ教育学部家庭科教育専修の学生を含めた

89名 (内訳 男性13名、女性76名)お よび、お茶などの商品開発経験を持つ一般人11名 (内訳

男性 9名、女性 2名 )の計100名 を対象とした。

442 調査方法およびサンプル調整

美農里館による嗜好調査および改良を繰り返し完成させた薬草茶と英草ジユース2種類の計

3種類をサンプルとし、味 色 香 り 口当たり 総合評価の 5項 目について 7段階評価法に

て嗜好調査 を行った。得 られた回答は、マイクロソフ トExcel mloを 用い、統計処理は

Student'sの T検定にて行った。

443 結果および考察
Tea Pack薬 草茶の総合評価の平均は普通が34%を 占めるものの、やや好き、好き、非常に

好き (以下好きと記す)と いう項目に関して44%の高評価が得られた (図 14)。 某草に慣れて

いない人々は薬草茶の味に低評価を示すのではないかと考えられたが、今回の結果から試作し

た薬草茶は普通という評価も加えると約78%が受け入れていることが判った。薬草に関するア

ンケー ト調査で「 Q12生活習慣病やダイエットに効果があると記載されていたら、薬草を使用

した飲料でも購入してみようと思いますかJと いう問いに対して「はい」と答えた者力▼2%で

あり、味の評価はこの数値を上回った結果となったため、更に機能性を明らかにすることで消

費者から支持される商品に成り得る可能性が十分にあると考えらえた。

菜草ジュースA(紅茶含量が多い)と B(薬草含量が多い)に 関して、紅茶の配合が多いA

のジュースが好まれる結果となった。Aを好きと答えた者が

“

%と高評価を示したのに対し、

Bは49%が好きと回答し、Aに比べると低い結果となったが、約半数は好きと回答しており、

薬草茶そのものよりも紅茶をブレンドすることで薬草に親しみの無い世代にも美味しいと評価

されることが判つた (図 14)。 次に薬草茶同様、普通までの評価を加えると、薬草ジュースA

は85%、 Bは73%と どちらも高い割合で受け入れられること力洋Jっ た。しかし、薬草茶よりも

薬草ジュースBの方が、普通の評価加えると苦手意識が高くなるようで、薬草と紅茶の配合比

率が非常に重要になることが判った。

最後に 2種の英草ジュースについてT検定を行った結果、味に関しては紅茶の多い薬草

非常に樹い

図14 -般を含む大学生の嗜好調査

薬草茶 (左)、 薬草ジュースA(中央)、 薬草ジュースB(右 )

非寺に颯 ヽ

”
郷
駆
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ジュースAがシマアザミの多い薬草ジユースBよ りも5%水準で好まれること、また、色、香

り、総合評価に関しては、 1%水準で紅茶の多い薬草ジュースAが好まれることが判った (図
15:左 )。 美農里館スタッフに同様の調査を行った結果、シマアザミ含量の多い薬草ジュース

Bが好まれたが (図15:右 )、 若い世代には紅茶含量の多い薬草ジユースAが好まれる結果と

なり、全国展開していく上で薬草ジュースAが好まれることが判った。また、美農里館および

大学生の嗜好調査で共通して色の評価が低くなっていたため、シークニンを加えるタイミング

をシマアザミ抽出時に替えることで色の褐変の改善を図ることが可能となった (図 16)。

・摯

色

劇

口駅 リ

ー
饉

(n=100)                          (n=11)

有意差については Student's卜縫stを用いた  'pKO.05, 議 pKO.01

図15.薬草ジュースA、 Bに対する 7段階評価

(一般 。大学生 (左 )、 美農里館 (右))`

薬草ジュースA
検討前 検討後

薬草ジュースB

検討前 検討後

図16.薬草ジュース A、 Bに

おける色彩の検討

ラジカル消去法による抗酸化能の測定

Qρ
l

呻
す
嗚

喘

oPPH cm色 )

理合

"僣

4.5 機能性の検討
4.5.l DPPH(l,l‐ Dipheny卜 2¨picrylhydrazyl)

DPPHは人工的に作られたラジカルで、非常に安定

であり、簡易的に抗酸化能を測定できる方法の一つで

ある
191。
ラジカルを有しているときには紫色を呈して

おり、ラジカルが消去されるとその色は退色していく

(図 17)。 517nmに最大吸収を持つと言われているが

機器の関係上490nmの波長にて測定を行った。

Q“⑮
|

十
鮎
群蘇

‐
・

OPPHラジカル〔彙色)

図17.DPPHラ ジカルの構造

4.5.2 試薬の調製
試薬は記述のない限り、すべて和光純薬株式会社製を使用した。

DPPHラ ジカル消去法では、VE様の抗酸化力を持つと言われるTroloxを 指標とした。Tr010x

は最終濃度が200,40,20 μ mo1/Lと なるように80%エ タノールで溶解し、検量線作成に用いた。

DPPHは最終濃度をlmm01/Lと なるように80%エ タノールで溶解 した。これらはすべて用事

調製した。

4.5.3 サンプルの調製
抗酸化能を測定するサンプルおよび原液の抽出方法については表 6に示す。それぞれの抽出

法に従い抽出した原液を、80%エタノールにて10倍希釈したものをサンプルとし測定を行った。
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表6 サンプル名および抽出方法

リンブル名 鷹波の抽出方法

すo● 鮨c卜と同量の茶案飾 よび同椰0
柚出方法で輸出t/た溶液を原液る たシマアプミ(

eE PE9I(

電載されrt、 る抽出方湯こ郵 て抽出した
しのを療液とした

ンシユアイルタ■1三角盤)
rea ttcI藝革勲 それそれのPa齢よび
形1大に入れ 同欄 こ抽出したものを原液と

Pた ,
メ三角織の1やり方:`口 幸饉

シュフィ,レター

に ―トロン(E
に ―トロン(健

'時パック縦 栞)

築軍プュースのベースとして抽鵬 ている

旺薔と同様に抽出し原泄 した。
げ ュースA
:ツュースB

'レ

モンティー〔市恥 ■ヽ 1るも0をそのまま願滞とした

図18 Tea packの 種類と三角錐の製作手順

4.5,4 実験方法
サンプルは各原液に80%エタノールを加え10倍希釈試料溶液とした。 1つのサンプルに対し

て 3回波I定 (反応試験)を行い、空試験も同様に3回行つた。コントロールは l mmo1/Lの

DPPHと し、その空試験には80%エタノールを用いた。また、抗酸化能力の指標物質として用

いたTroloxは 200,40,20μ  mo1/mLの 3濃度を用い、これらも反応試験と空試験を各 3回ずつ行

い検量線を引いた。490nlnの 波長における吸光度をマイクロプレートリーダー (BIO RAD

Mode1680)に て測定し、TrOl∝ μ mO1/g当 たりとして抗酸化能の効力を算出した。得られた

結果は、平均値±標準偏差 (Mean t SD)で示し、統計処理にはStudent'sの T検定を用いた。

455 結果および考察
莱草茶の原料として用いた茶葉類の抗酸化能の比較を図19に、市販桑茶と本研究で開発した

Tea Pack薬草茶の比較を図20に、Tea Pa法 の種類と形状による比較を図21、 薬草ジユースと

市販の紅茶との比較を図22に示した。桑の葉は乾燥より焼いて香ばしさを出した茶葉の方が有

意に高値を示し、焼くことによつて抗酸化能が高まることが分かつた (図19:乾燥葉251μ

mo1/ml VS焼 き506μ mo1/m;pく O ol)。 次にTea Pack薬草茶はそれぞれ単品のシマアザミお

よび桑の葉 (焼き)よ り1%水準で有意に高値を示したことから、2つの葉の組み合わせによ

る相加効果が示された。さらに市販の桑茶と本研究で開発した薬草茶の抗酸化能を比較すると、

シマアザミが加わった分、本研究で開発した薬草茶が市販されている桑茶より、 1%水準で有

意に高い抗酸化能を示すことが明らかとなった (図 20)。

Tea Packは 内容積を大きくすることによつて茶葉が広がり、茶葉の香りと味が十分に引き

出されるとされており、薬草茶で用いるTea Packの形状を従来型だけでなく三角錐型、さらに、

用いるTea Packの繊維種も変え検討を行つた。その結果、同種類の繊維種による三角錐型、

従来型で有意な差は見られなかった。またお茶パック従来型はどの繊維種の従来型よりも5%

水準で有意に高い抗酸化能力を示したが、メッシユフイルターの三角錐とは有意な差が見られ

なかった (図 21)。 これらのことから、近年三角錐型が人気を集め、その形状を利用している

ものが多いが、お茶パック (従来型)で も十分効能を引き出せること、同じTea Packの種類

に関しては形状を変えても抗酸化能に変化は表れないことが示唆された。

最後に薬草ジユースで用いた紅茶の抗酸化能を測定した結果、紅茶には非常に高い抗酸化能

Tea Packの 議 素材
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があることがわかった (図22)。 よつて、紅茶とシマアザミをブレンドした薬草ジュースは相

乗効果によりさらに高い抗酸化能を示すのではないかと考えられたが、紅茶に対し薬草ジュー

スA(紅茶の含量が多い)は有意な差を示さなかった。しかしながら、薬草ジユースB(薬草
合量が多い)は紅茶よりも抗酸化能が高い傾向にあることがわかった (紅茶2957μ mo1/J
VS薬草ジュースB3254μ mo1/n」 ;pく 007)。 薬草ジユースAと Bには、有意差は見られなかっ

た。さらに、薬草ジュースに味が似ているものとして市販のレモンティーを用いT検定を行っ

たところ、案草ジユースAは レモンティーに対し5%水準で有意に高値を (市販レモンティー

2753 μ mo1/1」 VS薬草ジュースA3278 μ mo1/ml:pく 005)、 薬草ジュニスBは 1%水準で有
意に高値を示 し (市販レモンテイー 2753 μ m01/ml VS薬草ジュース B3254μ mo1/ml:

p<001)、 味は似ていても抗酸化能に関しては薬草ジユースが優れていることがわかった。こ

れらのことから、紅茶や薬草を単体で飲用するよりも混合して飲用することで、より高い抗酸

化作用を発揮することが示唆された。
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徳之島産食材を用いた機能性薬草茶の開発を目指して

5 まとめ

本研究では徳之島町活性化のため、全国展開を視野に島に自生している薬草茶を用いた飲料

の開発を行つた。まず、薬草に親しみの薄い大学生100名 を対象に、薬草に関するイメージと、

飲料を購入する際もっとも重要視する点などにつきアンケート調査を行い、商品の方向性を

探つた。その結果、飲料を選ぶ際に最も重視するのは、約 9書J強が「味」と答え、次いで7割

が「価格」と答えた。さらに薬草は苦い、まずいという青汁のようなイメージが強いが、効能

があれば、飲んでみたいという学生が 7割と比較的多いことが明らかとなり、本研究では特に

「味」および「機能性」に重視した飲料の開発を行つた。完成した3種の商品に関する抗酸化

能汲1定や嗜好調査を行った結果、シマアザミや桑の葉は単体で煮出すよりも混合することに

よつて抗酸化能が高まること、市販の桑の葉茶よりも本研究におけるシマアザミを配合した

Tea Pack薬草茶の抗酸化能が高いことが半」つた。またTea Packの種類と形状による抗酸化能

の変化を検討した結果、最も抗酸化能が高かったのはお茶パックであり、お茶パックとメッ

シュフイルター (三角錐型)お よび、ヒートロン (三角錐型)では有意差は見られなかった。

内容積を大きくすることで茶葉が広がり、茶葉の香りと味が十分に引き出されるということか

ら三角錐型が人気を集め、その形状を示しているものが多いが、お茶パツク (従来型)で も十

分効能を引き出せることがわかった。薬草ジュースについてはシマアザミと紅茶を配合するこ

とで抗酸化能の相加効果が示された。嗜好調査では7段階評価の4(普通)以上の評価がTea

Pack薬草茶は78%、 薬草ジュースAは85%、 薬草ジュースBは 73%、 と予想以上に高評化を

得ることができた。

薬草に関するアンケート調査より浮き彫りになった、飲料を選ぶ際に最も重視される「味」

や購入意欲を高める「機能性」の両面について現在市販されている比較的近い商品と味につい

ては変わらず、機能性は有意に高い値を示したことから全国展開を行っても十分支持される商

品と成り得る可能性が示された。

しかしながら、マーケテイング戦略は、市場ターゲツトに適応した製品 (prOduct)、 価格

(price)、 流通経路 (place)、 販売促進 (prOmotion)の 4Pに分類され、それぞれの戦略を効

果的に組み合わせること(マーケテイングミックス)に よってその力を発揮するとされている
か
。

今後この商品を成功へと導くためには、流通経路の確保、販売促進のための宣伝効果、価格設

定のすべてが鍵となる。徳之島町の今後の活性化に期待し、本研究がその一助となれば幸いで

ある。
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